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  １． 政策目標の設定及び対策案の検討 

 地域の課題や将来像等を踏まえ、３つの政策目標を設定し、これら目標を達成するための対策案を検討。 

■地域からの主な意見 

【地域連携関連】 

・飯田～浜松間の所要時間を
短縮し、交流人口の拡大や
地域の強みを活かした新産
業活動の活性化 

【医療・生活関連】 

・速達性、走行性の向上により、
第３次救急医療６０分カバー
圏の非対象地域の解消 

・都市部への時間短縮による
基本的生活利便性の確保 

【防災関連】 

・雤でも通行止にならないルートを
確保（孤立回避）し、台風・豪雤時
における日常生活や社会経済活
動をバックアップ 

・災害時の相互支援ルートや広域
的な緊急輸送路の確保 

地域や道路の状況や課題 

圏域の将来像 

地域の将来像 

今後の高速道路のあり方
中間とりまとめ 

［政策目標］ 

１．災害時にも機能する信頼性の高い（孤立しない） 

                    ネットワークの確保 

２．高次医療施設への速達性、基本的な生活利便性の確保 

３．地域連携の強化による産業、観光・交流の活性化 

既存の道路ストック活用や別線整備等の対策案を設定し検討 

■対策案の検討 
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【ルートの考え方】 
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（旧佐久間町役場） 

中野田集落 
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事前雤量規制区間 
雤量 150mm 
延長 7.1km 

事前雤量規制区間 
雤量 150mm 
延長 13.6km 

事前雤量規制区間 
雤量 150mm 
延長 9.5km 

：市街地・集落：市街地・集落

佐久間IC（仮称） 
［事業中］ 

水窪北IC（仮称） 
［事業中］ 

外帯 

内帯 案② 現道改良＋別線整備案 

案③ 全線現道改良案 

152

水窪協働センター 
（旧水窪町役場） 

【案③】全線現道改良案
（現道改良：V=50km/h）

【案①】全線別線整備案
（別線整備：V=80km/h）

【案②】現道改良＋別線整備案
（現道改良：V=50km/h

＋別線整備：V=80km/h）

凡 例

【案③】全線現道改良案
（現道改良：V=50km/h）

【案①】全線別線整備案
（別線整備：V=80km/h）

【案②】現道改良＋別線整備案
（現道改良：V=50km/h

＋別線整備：V=80km/h）

凡 例

別線整備区間現道改良区間

案① 全線別線整備案 

○路線が通過する位置の検討にあたって
は、アドバイザーヒアリング、自然・生活
環境への影響、地形・地質条件、コスト縮
減などを踏まえ、所要時間短縮等走行性
に配慮しながら、３つの「ルート帯選定の
ポイント」を設定する。 

○インターチェンジの設置位置は、市街地
からの利用、地形・地質条件等を踏まえ
ながら検討する。 

ルート帯選定の 

ポイント【１】 

生活・自然環境への影響 

・地域コミュニティの保全に配
慮し、既存集落へのアクセス
を確保 

・貴重種生息域については決
定ルート帯の詳細な設計段
階で配慮 

ルート帯選定の 

ポイント【２】 

地形・地質条件 

・内帯でのルート検討を
前提に地質的に脆弱な
箇所等を回避 

・中央構造線の横断につ
いては、現状で安定して
いる現在の地形を極力
改変しない 

ルート帯選定の 

ポイント【３】 

コスト縮減 

・ルート延長が短くなる
よう配慮 

・施工方法、仮設を考
慮した道路構造を選
定（進入困難箇所の
道路構造を連続したト
ンネルとするなど） 

２ 

  ２． ルート帯案の設定         

 政策目標を踏まえながら、既存ストック活用、別線整備等のケースを想定して、ルート帯は【案①】全線別線整備案、【案②】現道
改良＋別線整備案、【案③】全線現道改良案の３ルート案を設定。 



  ３． ルート帯案の整備効果     災害に強い道路 
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案①、案②で整備した場合、所要時間が短縮されるだけ
でなく、地質的に不安定な外帯側を迂回することが可能 

■佐久間・水窪地区における災害発生時の迂回ルート ■迂回時の所要時間比較（水窪協働センター～佐久間協働センター） 

■天竜消防署佐久間出張所・水窪出張所の声 

・平成18年9月に土砂崩れにより、道路が寸断され、救急車による

搬送ができなくなる事態がありました。幸いにも、この通行止め

期間中に救急搬送は発生しませんでしたが、万が一の際には

災害現場において担架の手渡しを想定していました。 

・道路が狭隘な箇所では、離合が困難ため、消防車が動けなく

なってしまうこともあり、救急活動に支障をきたすことがあります。 

・円滑かつ確実な救急活動を行えるようになるため、災害に強く、

走行性の高い道路整備を期待しています。 

道路の旅行速度：H22センサス非混雑時旅行速度 
※県道）水窪羽ヶ庄佐久間線については、ヒアリング結果より並行する国道利用時の30分増。 
※別線整備区間（設計速度：80㎞/h）、現道改良区間（設計速度：50km/h）として算出。 

旧佐久間町 
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愛知県 

佐久間市街 

案①，②では水窪～浜松方面
のリダンダンシーが確保 
災害に強い道路の整備により災害時
にもネットワークを確保し、孤立化等
の可能性を低減 

平成18年9月 
土砂崩れにより
道路が寸断 

佐久間町 

相月地区 

佐久間町 

奥領家地区 

佐久間・水窪地区を通過する国道152号は、過去に土砂災害による通行止めが発生しており、迂回路が脆弱で
あったため、沿線住民へ大きな影響が生じていました。 

案①、案②で整備した場合、水窪～佐久間間のリダンダンシーが確保され、孤立化の可能性を低減し、住民の
不便な生活を回避することが可能となります。 

迂回路は狭隘で離合が
困難なため、通常ルート
より30分余計に要した 

３ 
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内帯 
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  ３． ルート帯案の整備効果     広域防災ネットワークの構築 

■飯田市と浜松市間広域防災ネットワーク ■飯田市役所～浜松市役所間の所要時間 

■沿線自治体の声 

・本区間が整備されることで、三遠南信地域間のリダン

ダンシーが確保されるので、相互応援協定に基づく救

援・復興活動が効果的に実施できるようになることを期

待しています。 

三遠南信地域では災害時の相互応援協定が締結されているものの、災害時の広域的なネットワーク整備が立
ち遅れています。 

災害に強い道路を整備した場合、地域間を結ぶ交通軸が形成され、広域防災ネットワークが構築されます。 

飯田～浜松では、案①、案②で整備した場合大きな効果が得られます。 

全ての案において、三遠南信と中央道による、飯田～浜松間のリ
ダンダンシーが確保できる。ただし、案③については、所要時間の

短縮が小さく、一部区間が外帯側を通過するため、不安が残る 

道路の旅行速度：H22センサス非混雑時旅行速度 
※別線整備区間（設計速度：80㎞/h）、現道改良区間（設計速度：50km/h）として算出。 

浜松市 

【中央道 恵那山トンネル】 
・通行止め多発（事故、積雪） 
・危険物積載車両通行禁止 

【国道151号 太和金トンネル】 
・高さ制限3.8m 
・トンネル内幅員3.5m 
⇒国際コンテナ車両通行不可 

【国道152号】 
・通行不能区間あり 
・雤量通行規制区間あり 

た わ が ね 

飯田市 

災害に強い道路の整備
により広域防災ネット
ワークが構築 

浜松～飯田間では案①、 

案②の効果が大きい 

４ 

約30分 
短縮 

約26分 
短縮 

約6分 
短縮 



  ３． ルート帯案の整備効果     救急救命率の向上 

水窪地区は第三次救急医療施設から６０分以上を要する地域であり、高次医療に対する十分な体制が確保されて
いない状況にあります。 

案①、案②で整備した場合、水窪地区から第三次救急医療施設へ６０分以内での搬送が可能となり、迅速な救急救
命活動により、多量出血時の生存率上昇が期待できる。 

天竜消防署水窪出張所、佐久間出張所及び北消防署引佐出張所間の連携が強化され、救急医療体制の充実が期
待されます。 

出張所間で連携を図
り、救急・消防活動を
行っており、連携体制
の強化が期待できる 

第三次救急医療施設 

聖隷三方原病院 

佐久間病院 

天竜消防署 

水窪出張所 

天竜消防署 

佐久間出張所 

■第３次救急医療施設の60分アクセス圏（旧市区町村別） 

案①、案②で整備した場合、水窪
地区から60分以内で第三次救急

医療施設まで到達可能になる 

北消防署 

引佐出張所 

※旧市区町村の役所・役場から聖隷三方原病院までの所要時間が60分以内となるエリア 

：三遠南信未整備（H22時点） 

凡  例 

第三次救急医療施設６０分カバー圏※ 

：案①、案②、案③整備時 

：案①、案②整備時 

■天竜消防署水窪出張所～聖隷三方原病院間の所要時間 

■天竜消防署佐久間出張所・水窪出張所の声 

・救急医療活動では１分１秒を争っており、より迅速に医療機関

に搬送する必要があることから、速達性の高い道路整備を望

んでいます。 

・走行性が向上することで、患者への負担が軽減するだけでなく、

救急車内での処置がしやすくなるメリットが期待できます。 

・水窪・佐久間地区では、出張所間の連携により、救急案件の

複数同時発生に対応しており、道路整備により連携が強化さ

れることで、より円滑な救急活動が行えるようになります。 
５ 

［搬送時間短縮による死亡率（多量出血）の低下］ 

発症後60分以内の治療がその
後の生存率に大きく影響すると
されている。 
【参考】多量出血時の生存率 
60分以上 生存率ほぼ０％ 
54分    生存率５％ 
※カーラーの救命救急曲線より 

道路の旅行速度：H22センサス非混雑時旅行速度 
※別線整備区間（設計速度：80㎞/h）、現道改良区間（設計速度：50km/h）として算出。 

カーラーの救命救急曲線では、多量出血時の生存率は、60分以上で
生存率ほぼ０％であり、60分を切ることで生存率の上昇が期待できる。 

時間経過と死亡率の関係 

出典：カーラーの救命救急曲線 

60分以上の生存率ほぼ０％ 
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 ３． ルート帯案の整備効果     拠点施設（病院を例）への速達性向上 

■佐久間・水窪地区在住の 

 人工透析患者の通院ルート 

■地域住民の声 

■通院時の所要時間 

・専門医にかかるとなると天竜、浜北まで出なくてはいけなく、

週１回、下校後の通院となると時間的にかなり厳しく早退か

休ませるしかないため、一日でも早い開通を願っています。 

・聖隷三方原病院への通院では往復約３時間を要し、移動だ

けで疲れてしまうため、移動時間の短縮できる道路整備をし

て欲しい。 

東栄病院 

《１回の通院・治療に要する時間》 

患者の約８割が県境を越え、
東栄病院へ通院 

（佐久間IC） 

（東栄IC） 

※一般的な人工透析患者の治療頻度（週３回）とした場合。 

年間では案①、案②では約177時間、
案③では約83時間の負担減※ 

現道は時間がかかる上、
道が狭く運転が大変 

水窪協働センター～東栄病院 

佐久間・水窪地区から県境を越えて日常的に通院している患者の方がいますが、所要時間がかかることや道路
が悪く、災害時の通行止めの恐れ等、地域の医療サービスに問題があります。 

通院にかかる時間が短縮され、患者本人や家族の負担が軽減されるほか、安定的に治療を受けられる等、へ
き地における日常の医療サービスレベルの向上が期待されます。 

鳳来峡IC 

東栄町

（東栄病院）

79%

浜松市天竜区

9%

浜松市浜北区

8%

新城市

4%

■旧水窪町・旧佐久間町に住む 

  人工透析患者の通院先 

出典：佐久間・水窪地区における透析患者の実態調査 
（H22浜松医科大学医学部） 

水窪地区 

佐久間地区 

水窪協働センター～東栄病院までの所要時間 
道路の旅行速度：H22センサス非混雑時旅行速度 
※別線整備区間（設計速度：80㎞/h）、現道改良区間

（設計速度：50km/h）として算出。 
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約34分 
短縮 

約34分 
短縮 

約16分 
短縮 

案①、案②では所要
時間が約７割、案③

では約３割減少 

現況 
案① 
案② 

案③  

通院 
（往復） 

約1時間 
42分 

約34分 
約1時間 

10分 

治療 約4時間 約4時間 約4時間 

合計 
約5時間 
 42分 

約4時間 
34分 

約5時間 
10分 

削減 
効果 

移動時間 
約７割削減 

約177時間/年 

移動時間 
約３割削減 

約83時間/年 

６ 

：現況のルート 

：速達性が確保された道路が 

 整備された場合のルート 



  ３． ルート帯案の整備効果     物流の信頼性・効率性 

リンゴ(サンふじなど)

浜松市中
央卸売市
場, 40%

豊橋中央
青果, 3%

豊川青果
市場, 12%

その他,
30%

静岡市中
央卸売市
場, 14%

発送側：4～5割が静岡に出荷 

出典）下伊那園芸農業協同組合 
  ※平成23年度の品目別出荷量より 

出典）浜松市中央卸売市場 

受入側：約3割が長野から入荷 

■長野(飯田)⇒静岡への青果物の輸送ルート 
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青森県 長野県 秋田県 その他

■下伊那園芸農業協同組合 

におけるリンゴの出荷状況 下伊那園芸 

農業協同組合 
現況：中央道経由 

飯田～中央道～東海環状 

～東名（浜松、静岡） 

浜松市中央卸売市場 

静岡市中央卸売市場 

将来：全線開通 
飯田～三遠南信～ 

～東名・新東名（浜松、静岡） 

信頼性・効率性 

ともに確保 

時間は読めるが 

迂回感あり 

10tトラックによる 
搬送で一部支障あり 

（⇒利用しない） 

飯田～浜松間の大幅な時間短縮により、飯田⇒浜松、飯田⇒静岡、飯田⇒豊橋への輸送が効率化されます。 

青果物の輸送において、ルートの選択肢が複数化することで、物流の信頼性が向上します。 

・国道151号は幅員狭小箇所が多く、大型車の走行に

難渋する場合があるため、道路整備による物流の効

率化に期待している。また、運送業では定時性が求

められており、ルート選択の多重化により物流の信

頼性が向上することにも期待ができる。 

■トラック協会の声 

静岡方面 
へ約5割 

※輸送車両・・・・・普通貨物自動車での輸送を想定 
※燃料消費量・・・国総研資料第671号（道路環境影響評価

等に用いる自動車排出係数の算定根拠） 
※燃料価格・・・・・（財）日本エネルギー経済研究所石油情

報センター 全国平均軽油価格より 

７ 

■浜松市中央卸売市場に 

 おけるリンゴの入荷状況 

■下伊那園芸農業協同組合～ 

浜松市中央卸売市場の輸送コスト 
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現況

中央道経由

案① 案② 案③

（円） 走行時間費用 燃料代 高速料金

約35% 
削減 

約34% 
削減 

約26% 
削減 

国道151号新野峠 

新野峠 
ROUTE

国 道

151
ROUTE

国 道

151
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11

2323

153153

257257

中
央
自
動
車
道

茶臼山高原

舘山寺温泉

弁天島温泉 浜松城
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鳳来寺山

11

153153

名古屋市

とうえい温泉

257257

竜ヶ岩洞

遠山郷

天龍峡
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佐久間ダム

飯田市
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供用前 供用後

三遠南信自動車道
（鳳来峡～浜松いなさJCT）

約１
割増

  ３． ルート帯案の整備効果     観光回遊性 

現状のバスツアールートは（浜
松市）～東海環状～中央道～
（天龍峡）をピストン走行 

■三遠南信地域バスツアーの主なルート 

三遠南信整備により、地
域の観光資源をめぐる周
遊ルートが可能となる 

峠の国盗り綱引き合戦 

（静岡県・長野県境 兵越峠） 

写真出典：遠山郷観光協会HP、水窪町商工会HP 

三遠南信自動車道の整備により、三遠南信地域を周遊する観光ルートが確保できます。 

周遊ルートの確保とともに、所要時間の短縮が見込まれ、観光地での滞在時間の増加等、地域の観光振興に
寄与します。 

■飯田～浜松間の所要時間 

８ 

・地域には佐久間ダム等の観光資源があるが、現在

の道路事情では大型観光バスの通行が困難なた

め、マイカーでの来訪が主な手段となっている。 

・平成23年の鳳来峡～浜松いなさ間の一部開通だ

けでも、交流圏域の拡大や周遊の可能性を感じて

おり、当該区間の整備による広域周遊圏の形成に

期待している。 

■佐久間観光協会の声 171

141
145

165

120

140

160

180

0

100

現況

中央道経由

案① 案② 案③

所
要
時
間
（
分
）

100

0

約30分 
短縮 

約26分 
短縮 

約6分短縮 

■とうえい温泉の来客数推移 

出典：とうえい温泉資料 

霜月まつり 

（遠山郷、重要無形民俗文化財：国指定） 



  ４． ルート帯案の比較                

現況 【案①】全線別線整備案 【案②】現道改良＋別線整備案 【案③】全線現道改良案 

ルートコンセプト ― 
全線を別線とし、より高い連絡速度を
確保する案 

水窪以北の現道区間を活用し、より 
コストを安価に課題解消を図る案 

全線において、既存の現道を改良し 
活用する案 

区間延長（水窪北IC～佐久間IC） 約27ｋｍ 約21km（別線） 約7km（現道改良）、約14km（別線） 約27ｋｍ（現道改良） 

防
災 

①災害への強さ（水窪～浜松方面） 
外帯を通過す
るため災害に
脆弱 

別線を内帯に計画しているため、災害
に強い 

◎ 
別線・現道改良を内帯に計画しているため、
災害に強い 

◎ 
中央構造線と２回交差し、水窪市街～佐久間市街で
地質の不安定な外帯を現道改良するため、長期的な
耐災性に不安が残る 

△ 

②広域防災ネットワーク（浜松～飯田） 
浜松～飯田間において、災害に強い道路
サービスが実現するため、広域防災ネット
ワークの構築が可能 

◎ 
浜松～飯田間において、災害に強い道路
サービスが実現するため、広域防災ネット
ワークの構築が可能 

◎ 
一応のネットワークは構築されるが、外帯区間
での不安が残る 

△ 

医
療
・生
活 

③第3次救急医療施設への速達性 
天竜消防署水窪出張所～聖隷三方原病院間の所要時間 

約78分 約54分（約24分短縮） ◎ 約54分（約24分短縮） ◎ 約72分（約6分短縮） △ 

④浜松市中心市街地や拠点施設への速達性 
水窪協働センター～浜松市中心市街地（市役所）の所要時間 

約96分 約72分（約24分短縮） ◎ 約72分（約24分短縮） ◎ 約90分（約6分短縮） △ 

地
域
連
携 

⑤代替性の向上 代替性が無い 
全線において代替性が確保され
る 

◎ 
南側別線区間（2/3）は代替性が確保されるが、現道
改良区間（1/3）は代替性がない △ 代替性はない × 

⑥飯田～浜松間の時間短縮 
（物流の効率性および観光回遊性の向上） 

約171分 
約141分（約30分短縮） 

効率性および回遊性の向上が期待 
◎ 

約145分（約26分短縮） 
効率性および回遊性の向上が期待 

◎ 
約165分（約6分短縮） 

時間短縮がなく、効率性および回遊性の向上は期待
できない 

△ 

そ
の
他
の
配
慮
事
項 

⑦地域コミュニティの保全及び交通安全 
現道沿線に集
落が分布 

地域コミュニティに及ぼす影響が最も
少なく、全線別線のため事故危険性は
最も低い 

◎ 

現道改良区間で若干の支障家屋が発生するものの、
既存集落への影響はないため、地域コミュニティに
及ぼす影響は少なく、一部別線のため事故危険性も
低い 

○ 
家屋移転が多く、コミュニティー確保が困
難 

△ 

⑧地域との関連性 ― 
全線別線で、外来者との関係がと
りづらい 

△ 
現道改良区間では、外来者との関係が
とりやすい 

○ 
全線に渡って、外来者との関係がとりや
すい 

◎ 

⑨整備効果の発現速度 ― 
コストが最も高く整備効果の発現
までに一定の期間を要する 

○ 
コストが最も安く、現道の改良を順次行うた
め、政策目標を最も早期に実現可能 

◎ 
コストが安く、現道改良を順次行うため、整備効果は早
期から発現するが、既存集落の大規模な移転が伴う
ため、全線整備までの期間に長期を要する 

△ 

⑩コスト縮減（概算事業費） ― 約９５０億円 △ 
約７４０億円（別線：約６２０億円、現道

改良：約１２０億円） 
◎ 約７７０億円 ○ 

天 
竜 
川 

473

中央構造線 

152三遠南信自動車道 水窪北～佐久間 L=約20km 
三遠南信自動車道 

青崩峠道路 
L=5.9km 

三遠南信自動車道 
佐久間道路 

L=6.9km 

H30供用予定 
（２／２） 

静岡県 

浜松市 

天竜区 

愛知県北設楽郡東栄町 

事業中 

152

473

天竜消防署水窪出張所 佐久間協働センター 
（旧佐久間町役場） 

中野田集落 

水窪市街地 

事前雤量規制区間 
雤量150mm、延長13.6km 

事前雤量規制区間 
雤量 150mm 
延長 9.5km ：市街地・集落：市街地・集落

佐久間IC（仮称） 
［事業中］ 

水窪北IC（仮称） 
［事業中］ 

外帯 

内帯 

案② 現道改良＋別線整備案 

案③ 全線現道改良案 

152

水窪協働センター 
（旧水窪町役場） 

【案③】全線現道改良案
（現道改良：V=50km/h）

【案①】全線別線整備案
（別線整備：V=80km/h）

【案②】現道改良＋別線整備案
（現道改良：V=50km/h

＋別線整備：V=80km/h）

凡 例

【案③】全線現道改良案
（現道改良：V=50km/h）

【案①】全線別線整備案
（別線整備：V=80km/h）

【案②】現道改良＋別線整備案
（現道改良：V=50km/h

＋別線整備：V=80km/h）

凡 例

別線整備区間現道改良区間

案① 全線別線整備案 

事前雤量規制区間 
雤量150mm、延長 7.1km 

９ 



 ５．三遠南信自動車道（水窪北～佐久間）における対応方針（案）      

１０ 

【理由】 

２．【案②】現道改良＋別線整備案を基本として検討 

【理由】 

○政策目標を達成するとともに、コストが最も安く、整備効果の発現効果が早期に望めること等から、総合的に評価し、

【案②】現道改良＋別線整備案が最も優れている。 

○【案③】全線現道改良案は外帯での道路整備であり、長期的な耐災性が低いとともに、時間短縮効果が見込めない

ことから、政策目標を十分に達成できない。 

○地域代表者ヒアリング及びアンケートにおいても「コスト縮減」、「整備効果の早期発現」、「地域との関連性」を望む

意見が多く、このようなニーズにおいて【案①】全線別線整備案は、十分に対応できないことが懸念される。 

３．その他 

○今後の整備に向け、自然環境の保全、沿線地域の生活環境への影響等に配慮しながら検討する。 

○ＩＣの配置については集落の分布（人口分布）、拠点施設の分布、地質条件による耐災性を踏まえながら検討し、

災害、救急医療等にも円滑にアクセスできるよう、緊急出入り口の設置についても考慮する。 

１．災害に強く、都市部への速達性が高い道路を早期に整備する 

○対象地域は中央構造線が南北に縦貫し、台風、豪雤時等には

土砂災害が多く、道路の寸断等が多発していることから、安全安

心な地域の生活、及び地域連携軸を確保し、安定した産業経済

活動を支援するため、災害に強い道路整備が不可欠。 

○医療サービスや日常生活における地域コミュニティ存続のため

には、時間短縮効果が高い道路整備が早期に必要。 

○地域代表者ヒアリング及びアンケートにおいても、災害に強く、都

市部への速達性の高い道路が早期に必要という意見が多く、こ

のような政策目標を早期に実現できる道路が望まれている。 

政策目標を実現できる道路整備を検討 

【政策目標】 

◇災害時にも機能する信頼性の高いネット

ワークの確保 

◇高次医療施設への速達性、基本的な生

活利便性の確保 

◇地域連携の強化による産業、観光・交流

の活性化 
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152

三遠南信自動車道 水窪北～佐久間 L=約20km 三遠南信自動車道青崩峠道路 
L=5.9km 

三遠南信自動車道佐久間道路 
L=6.9km 

H30供用予定 
（２／２） 

静岡県 

浜松市 

天竜区 

愛知県 

北設楽郡 

東栄町 

事業中 152

473

天竜消防署水窪出張所 

佐久間協働センター 
（旧佐久間町役場） 

：市街地・集落：市街地・集落
水窪北IC（仮称） 

［事業中］ 

外帯 

内帯 

152

水窪協働センター 
（旧水窪町役場） 

凡 例 

  

水窪ルート案 
別線整備区間 現道改良区間 

（仮称）佐久間ＩＣ 

佐久間道路端末ＩＣ（浜松方面ハー
フ）と一体となってフルサービス 

（仮称）水窪ＩＣ 
ハーフICを設置し、（仮称）水窪

北ICと一体となってフルサービス 

（仮称）水窪北ＩＣ 

青崩峠道路端末ＩＣとして飯田方面の
ハーフＩＣが計画されている 

一般県道

主要地方道

JR飯田線

一般国道

凡例

一般県道

主要地方道

JR飯田線

一般国道

凡例

【ルートの考え方】 

①佐久間市街地～水窪市街地を最短で連絡 

②災害時にも機能する信頼性の高い道路を確保 

③地域との関連性を考慮し、既存集落へのアクセスを確保 

④比較的安定した地盤である内帯側を通過するものとし、

中央構造線からの離隔を確保 

①水窪市街地では（仮称）水窪北ＩＣ（事業中、飯田方面ハー

フ）と一体的に機能する浜松方面へのハーフＩＣを配置。 

②佐久間市街地では（仮称）佐久間ＩＣ（事業中、浜松方面ハー

フ）と一体的に機能する飯田方面へのハーフＩＣを配置。 

③災害時や救急搬送のための緊急出入り口の設置を考慮す

る。 

中野田集落 

【IC配置の考え方】 

 ５．三遠南信自動車道（水窪北～佐久間）における対応方針（案）      

現道改良＋別線整備案 

佐久間ダム導水管 

佐久間IC（仮称） 
［事業中］ 

１１ 



１２ 

 緊急性の高い救急患者の搬送や災害時における集落の孤立、迂回による社会経済活動などへの影響を最小限にとどめるため、

緊急出入り口の設置を検討する。 

（参考）緊急出入り口 

《緊急出入り口》 

 緊急時のみ三遠南信自動車道への

進入を可能とし、車両の出入口として

の利用となる。トンネル施工時等に設

けた工事用道路を存置し、緊急出入り

口として活用する。 

■ 緊急出入り口イメージ写真 

■消防署、病院の声 

・国道152号～県道水窪佐久間羽ヶ庄線経由の救急搬送は所要時間もかかり、かつ道路線形が悪いことから、

患者への負担が大きいため、中野田集落周辺に緊急出入り口の設置を考慮していただきたい。 （消防署） 

・心疾患や脳疾患等の緊急医療は1分1秒を争っており、中野田集落付近に緊急出入り口を設置することで、より

多くの患者の救命率向上が期待できます。 （病院） 

■ 緊急出入り口イメージ 

(仮称）水窪ＩＣ 
(仮称）佐久間ＩＣ 

集落 

(仮称）水窪ＩＣ 

集落 

【緊急出入口なし】 

【緊急出入口あり】 

土砂災害で寸断 

(仮称）佐久間ＩＣ 

三遠南信自動車道 

(仮称）佐久間ＩＣ 

三遠南信自動車道 

復旧・救援
ルートの確保 

孤立化 

緊急出入り口の設置 

土砂災害で寸断 

幅員狭小で離合困難。
迂回路としての機能が
期待できない 


